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望
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業
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の
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問
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と
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ン
ス
農
業
技
術
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す
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研
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に
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離

；

願
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経
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和
田
木
松
太
郞

(

九こ

戦
後
に 
'お
け

.る
日
本
#
務
管
理
の
構
造

一
、
序

(

問
題
の
提
起
と

.限
定)

，
ス

ぺ
、

ニ 

V
戦
後
日
本
労
務
管
理
の
苒
編
成
の
開
.始

三
、
戦
後
日
本
労
務
管
理
の
再
編
成
の
確
立 

.

四
、
暫
定
的
結
び
丨
戦
後
日
本
型
労
務
管
理
の
構
造
に
つ
い
て

一
、
'序

(

間
題
の
提
起
と
限
定)

わ
が
国
大
企
業
に
お
.け
る
労
務
管
理
.の
組
織
的
形
成
は
、
わ
が
国
独
占
資
本 

主
義
の
形
成
確
立
期
で
あ
る
大
正
中
期
か
ら
、
昭
和
初
年
の
恐
慌
期
に
か
け
て 

.お
こ
な
わ
れ
た
。
' そ
し
て
戦
前
の
独
占
資
本
主
義
体
制
に
一
定
の
構
造
的
特
質 

が
あ
？
た
こ
と
を
反
映
し
て
、
大
企
業
に
お
け
る
労
務
管
理
に
も
い
わ
ゆ

る

自. 

本
型
一
#
前
期
的
特
質
が
ぅ
ち
出
さ
れ
て
.い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙 

著

「

増
訂
響
労
務
管
理
論」

(

第
五
章
第
一
節)

の
中
で
指
摘
し
た
と
こ
.ろ
で 

あ
る
。
.
.
'
.
' 

-

:

•

.

• 

し
か
し
な
が
ら
、
.敗
戦
に
と
も
な
ぅ
わ
が
国
の
社
会
的
経
済
的
諸
条
件
の
著 

し
い
変
化
は
”
こ
れ
杧
照
応
し
た
白
本
独
占
資
本
主
義
体
制
の
苒
建
再
編
成
を

:

戦

後

に

お

け

る

日

本

労

務

管

理

の

構

造.

ひ
き
お
と
し
た
の
で
あ
：つ
て
、
.
こ
の
体
制
の
構
成
要
素
で
あ
る
大
企
業
の
労
務 

管
理
.に」

お
い
て
も
、
必
が
め
に
こ
れ
に
対
応
し
て
§

ぽ
が
お
こ
な
わ
れ
な
く 

て
は
な
ら
な
か
つ
，た
こ
と
似
、
.当
然
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で 

私
は
前
掲
の
拙
著
の
中
で(

第
.五
章
第
二
，節)

、
戦
後
日
本
労
務
管
理
の

㈱
員 

を
見
出
そ
i
と
し
て
若
干
の
試
み
を
し
て
.い
.る
の
.で
あ
る
が
、
し
か
し
当
時 

(

ニ
十
七
年)

は
労
務
管
理
の
実
態
に
関
す
.る
調
査
資
料
も
一
般
に
甚
だ
貧
弱
で 

あ

つ
た
し
、
.私
自
身
の
資
料
蒐
集
お
よ
び
実
証
研
^
も
き
わ
，め
て
不
十
分
で
あ 

-.

つ
た
た
め
、
勢
い
そ
の
際
の
分
析
は
罾
罾
の
5

皿
的
不
足
に
と
も
な
う
^

^

的 

演
擇
的
な
も
の
に
終
つ
て
.い
.た
こ
と
t
率
直
■に
認
め
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
し
て 

こ
の
こ
と
は
、
た
だ
に
私
の
場
合
が
そ
う
で
あ
る
ば
か
り
で
.は
な
く
、
こ
れ
ま

C
1

)

で
に
こ
の
間
®
を
と
り
^

つ
た
ほ
と
ん
ど
全
て
の
研
毙
が
、
程
度
の
差
こ
そ
あ 

れ
、
本
質
的
に
は
同
じ
誤
り
.を
お
か
す
か
、
あ
る
い
は
ま
た
労
務
管
理
理
論
の 

構
造
的
理
解
の
不
足
.に
よ
つ
七
ー
層
そ
の
誤
り
を
加
重
し
、戦
後
の
変
化
を
も
、
 

ま
た
構
造
的
特
質
を
も
殆
ど
理
解
し
ヤ
い
な
い
も
の
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ

V
:
1

(

六
七
三)

'



そ
の
：後
数
年
、
わ
が
国
労
務
管
理
の
各
部
面
の
実
態
に
関
す
る
調
查
も
: >

諸

. 

機
関
に
よ
マ
て
あ
る
程
度
進
め
ら
れ
た
し
、'

,

私
自
身
4 '
若
干
の
調
查
や
資
料
の 

集
積
を
進
め
て
き
た
の
で
、
い
ま
だ
不
十
分̂

は
あ
る
が
こ
の
問
題
を
実
証
的
. 

に
検
對
す
る
こ
と
の
で
き
る
と
こ
ろ
へ
き
た
よ
ぅ
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
本
小
稿 

で
：は
、
紙
数
の
I

と
私
自
身
の
資
料
未
整
理
と
の
た
め
に
、
十
分
に
資
.料
を 

分
析
す
る
こ
と
が
■

で
き
な
い
こ
と
と
、
分
析
の
時
点
を
、
§

日
本
労
務
管
理： 

が
構
造的

に
®

!
!

確
立
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
時
期—

こ
れ
は
戦
後
日
本
独
占 

資
本
主
義
体
制
が
i

確
立
さ
れ
た
時
期
に
照
疮
す
る——

の
み
に
限
定
し
な 

く
て
は
な
ら
な
い
.

こ
と
と
を
、.

あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
.

て
.：お
き
た
い
。

.

注(

1〕

高
谷
茂
木
稿「

日
本
産
業
に
ぉ
け
る
労
務
管
理
の
特
質」

ハ「

福
利
厚 

生
辞
典」

第
一
巻
所
収〕

、
長
谷
川
広
稿
.

「
戦
後
の
労
務
管
理
の
特
徴
に
つ 

ぃ
て」

(

日
本
経
営
学
会
編「

経
営
学
の
新
展
開」

.所
収)

、
今
井
俊
一「

経 

常
穷
務
論」

第
四
章
、
舟
橋
倚
道

「

日
本
の
賃
金
■形
態」

第
四
章
、
現
代 

経
営
会
1
講
座
第
ニ
卷「

経
営
努
務
篇」

、
松
島
静
雄

•
北
川
隆
吉「

ゎ
が 

国
に
ぉ
け
る
労
務
管
理
の
特
質
と
そ
の
限
界
を
め
ぐ
る
問
題」

(「

社
会
科 

’

.学紀
要」

第
五
輯
所
収)

な
ど
は
、
い
ず
れ
も
他
の
多
く
の
労
務
管
理
研 

究
者
が
、
外
国
文
献
の
組
直
し
に
終
始
し
て
い
る
中
に
あ
っ
て
、
わ
が
国 

の
.現
獎
分
析
に
立
ち
向
っ
た
点
で
は
、
そ
の
功
.績
は
十
分
認
め
ら
れ
な
く 

て
は
な
ら
な
い
が
、
し
か
し
資
料
の
断
片
性
、
局
部
性
、
歴
史
的
構
造
的 

•
理
解
の
不
十
分
性
な
ど
か
ら
、
.
い
ま
だ
戦
後
日
本
労
務
管
理
の
特
質
を
構 

造
的
に
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
：

V

-

V一
：
.；

.

S

労
縣
管
璉
の
構
造
的
理
獬
に
っ
ぃ
て
牯
、
前
掲
挪
著
第
ニ
早
を
参
源

.さ
れ
た
.い
。

.

(

3
> 

■
戦
後
に
'お
け
.るt

力
務
管
理
の
発
達
は
、
：'分
務
管
理
の
あ
り
方
を
最
も 

基
本
的
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
の
社
会
的
経
済
的
条
件
の
発
展
段
階
に
し
た 

■が
： .

マ
て
、
お
よ
そ
五
期
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
期
は
敗
戦
直 

後
か
ら 
一.

|

十
二
^
上
期
ま
で
.で
、
'
,敗
戦
に
よ
る
荒
鹿
と
..

「

外
か
ら
の
民
主 

.改
革」

と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
体
制
が
政
治
货
社
会
的
経
済
的
に
著
し
く
，
 

動
揺
し
、
辛
ぅ
じ
て
ア
メ
リ
ヵ
占
領
軍
の
力
で
維
持
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ 

て
、
こ
の
時
期
の
劳
務
管
理
は
、
右
の
動
揺
期
の
中
に
あ
っ
て
将
来
の
た 

め
に
保
留
し
.て
お
く
べ
き
必
要
労
働
力
の
離
散
を
防
ぐ
た
あ
に
、
最
低
限 

度
の
賃
金
を
支
私
い
、
激
烈
な
労
働
攻
勢
の
中
で
最
低
限
の
経
営
権
を
守 

.

.り、
将
来
の
自
由
企
業
再
建
の
足
場
を
維
持
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
か
ら
、

.こ
こ
で
.は
労
務
管
理
と
い
ぅ
よ
り
も
、
•，む
し
：ろ
緊
急
労
務
‘対
策
.に
終
始
し 

た
。
第
二
期
は
二
十
ニ
年
下
期
か
ら
二
十
五
年
上
期
に
い
た
る
時
期
で
あ 

:
:っ
て
、

一
方
に
、
ニ
十
二
年
初
頭
か
ら
の
米
ソ
冷
戦
の
開
始
に
も
と
づ
く 

:対
日
占
領
政
策
の
大
転
換——

復

興「

援
助」

~

^
社
会
的
経
済
的
動
揺 

•の
終
熄
へ
。
.
こ
れ
は

.一
方
に
•は
、
ニ 
•

一
 
ゼ
ネ
ス
ト
禁
止
に
始
ま
る
対 

労
働
政
策
の
転
換——

二
十
四
年
春
の
労
組
法
改
正
1

二
十
五
年
春
の 

共
産
党
弾

Hi
、
他
方
に
は
ド
ッ
ジ
政
策
に
よ

る
独
占
資
本
主
義
体
制
の
再 

編
的
，再
建=

従
属
晚「

自
立」

，
と

「

安
定」

へ
の
基
調
確
立
の
時
期
で
あ 

る
。
こ
の
期
の
労
務
管
理
は
右
の
社
会
経
済
的
基
調
の
も
と
で
、
そ
の
中 

.
心
は
対
労
働
施
策
に
お
か
れ
つ
つ
も

、

_
本
制
的
経
営
秩
序
の
回
復
に
応 

じ
て
、
脅
働
联
伟
の
濰
特
安
笼
と
嘴
働
能
率
へ
の
志
狗
に
照
庇
す
る

労
激

本
主
義
体
制
が
、
ド
ッ
ジ

.
一
ブ
イ
ン
に
ょ
る「

自
立
と
安
定」

と
を
菽
調 

と
し
て
、；
.明
確
，に
.再
編
確
立
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
' 第
三
期
以
来
、
整
備 

さ
れ
つ
つ
'あ
ぅ
.た
労
務
管
理
も
、
ま
さ
し
く
こ
の
時
期
の
基
調
に
照
応
し 

て
、
戦
後
：

it

本
型
.を
う
ち
出
し
た
の
で
あ
つ
て
、

ー
方
に
ァ
メ
リ
カ
的
人

管
理
と
し
て
、
.旧
来
の
労
務
管
理
が
部
分
的
に
再
編
成
に
向
き
は
じ
め
て 

い
る
？
ァ
メ
リ
ヵ
的
人
事
管
理
の
.

諧
制
度
が
部
分
的
に
導
入
さ
れ
は
-じ
め 

た
の
は
こ
の
期
で
あ
る
。

.

第
三
.期
は
ニ
十
五
年
下
期
が
らf

一
-

f -

七
年
上
期
ま
で
の
朝
鮮
動
规
ブ
ー 

A
を
背
景
と
す
石
時
期
で
あ
っ
て
、
.ブ

I
ム
..に
ょ
る
企
業
の
経
済
的
確
立 

と
、H

十
五
牢
ニ
十
六
年
の
レ

■•
/

ド
パ

I
ジ
に

J:
,
る
労
資
の
力
関
係
の
変 

化
I
経
営
の
主
導
権
の
確
立
と
に
ょ
？
て
、
.敗
戦
後
の
資
ギ
■
的
金
業
体 

制
の
再
建
確
立
が
な
さ
れ
た

.の
は
、

こ

0.
期

.で
あ
る
。
し
た
が
っ

.て
こ
の
；
 

.期
の
労
務
管
理
は
、

狞
の
戦
後
の
資
本
制
企
業
の
再
建
ー
に
照
応
し
て
、
：
，
■ 

応

「

安
定J

し
た
戦
後
的
諸
条
件
を
析
a

ん
で
、
戦
前
め
旧
労
務
管
理
と 

戦
後
の
.緊
急
労
働
施
策
的
労
務
管
理
と
の
基
礎
の
上
に
：、

い

わ

ゅ

る「

新 

労
務
管
理」

へ
の
再
編
成
と
し
て
立
ち
現
わ
れ

.た

.%
:
の
.で
あ
る
。
..こ
の
集

約
的
表
現
は
一
一
十
五
年

.

秋
.

の
日
経
連〈

0 :

本

経

霧

団

体

置

)

の
総
会 

に
お
い
て
、

「

労
務
管
理
の
体
系
的
整
備
の
必
要」

が
提
唱
決
議
さ
れ
^

 

こ
と
に
見
る
こ
と
が
で
き
るo

ァ
メ
リ
力
人
事
管
理
諸
制
度
が
、
.

大
幅
.

に. 

導
入
樊
施
に
ぅ
つ
さ
れ
.た
の
は
こ
.

の
.

時
期
で
あ
.ゐ
6
第
四
期
.
は
一
一
十
：七
年 

下

期

か
ら
一
一
ナ
九
年
下
期
に
い
た
る
時
期
で
あ
っ
て
、

一.

方
に
は
.朝
鲜
ブ 

-
Iム
の
終
*
に
ょ
る
.ー：ー
十
八
年
の
い
わ
ゆ
る

:
:

「

経
済
的
危
機」

と
デ.

フ
レ 

へ
の
転
換
、
他
方
に
は
ー
；ー
十
七
年
四
月
.ー
ー
ナ
八
日
が
ら
発
埶
し
Pサ
ン
フ 

ラ
ン
シ
ス
コ
.

平
和
条
約
に
も
と
：づ
く
占
領
.

の
，

「

終
焉」

，|

「

自
主
性
の 

復
活」

が
お
こ
な
む
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
.

ま
；さ

に

こ

の

期
.
.こ
そ
.占
領
諧
立
パ 

法

を「

改
£

し
、
デ
：フ
レ
政
策
を
槓
杆
と
し
て
、
戦
後
的
日
本
独
占
資

.

戦
後
に
お
け
る
日
本
穷
務
管
理
の
構
造

事
管
理
諸
制
度
を
と
り
A
れ
つ
つ
、
他
方
に
旧
労
務
管
理
の
諸
制
度
を
再 

登
場
せ
し
め
、
こ
れ
を
打
っ
て 
一
*,.ど
す
る
体
系
を
構
成
し
よ
う
と
し
て 

い
る
。
.定
期
的
#
給
制
度
と
資
格
制
度
と
は
ま
さ
し
く
そ
の
典
型
的
支
柱 

で
あ
る
0
第
五
期
は
三
十
年
上
期
か
ら
最
近
に
■い
た
る
時
期
で
あ
っ
て
、

一一

1

十
年
の
.経
痛
的
好
^

—

「

戦
後
最
哀
の
年」

—
「

神
武
景
気」

に 

.見
ら
れ
る
従
属
'的「

自
立」

.
と

「

安
定」

体
制
の
強
化
が
、
技
術
革
新
を 

.含
む
.投
資

<0
'
進
展
に
よ
？
て
.、
経
済
恐
慌
と
雇
用
問
題
発
生
の
可
能
性
を 

内
部
に
孕
み
つ
つ
進
め
ら
れ
た
の
で
：あ
る
。
し
た
が

っ
て
.労
務
管
理
は
、
 

.こ
れ
に
照
応
し
て
、
経
営
労
働
秩
序
の
体
系
的
強
化—

精
巧
化
を
中
心

:

に
進
め
ら
れ
つ
：つ
.あ
る
と
い
え
る
0

.
こ
の
よ
う
に
戦
後
労
務
管
理jQ

発
展
は
五
期
に
区
分
で
き
る
が
、
本
稿 

.の
考
察
を
も
.っ
ぱ
ら
第
三
、
四
期
、
と
く
に
第
四
期
に
限
定
し
た
理
由
は
、
 

右
の
よ
.う
に
戦
後
^
務
管
理
の
日
本
型
が
椴
造
的
に
形
成
確
立
さ
れ
た
の 

.が
、
こ
の
期
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
：.な
、4
、
戦
後
の
労
務
管
理
の
発
逮 

と
'そ
の
社
会
経
済
的
お
よ
び
産
業
労
働
経
済
的
背
景
に
つ
V
て
は
、
•拙
稿 

「

労
務
管
理
の
背
景
と
最
近
の
動
向」

、

( 「

最
新
労
務
管
理
総
覧」

所
収)

：
で

'稍
々
詳
細
に
考
察
し
た
0
'
: 

、

.

.

. 

.

.

.

.

.

.
:

.

. 

.

.

-三

(

六
七
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、
へ.
V
: 
一
，一、|

薩

|

理
の
|

農

t

夂

⑴
：

：
1

成
開
始
期
に
お
け
る
労
務
管
理
め
背
景.:
;
へ

:

■'
ず
で
に
ー
^
に
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
ぅ
に
>

1
日
ボ
資
本
主
義
の「

再
建」

: 

的
^
1
1
1
成
比
、
：
！
ー
十
四
苹
以
来
の
ド
>
:ジ
政
策
を
基
調
と
1>
.
:
て

お

こ

な

わ

れ

た
 

の
で
あ
る
が
、

こ
の
ド
ッ
ジ
政
策
に
よ
る
デ
ィ
ス
イン
フ
レ
は
，
一.一.十
五
年
当
，
 

初
ま
で
に
は
か
な
り
員
0
し
、
つ
い
に
同
年
四
月
十
一
日
匕
は
こ
れ
を
反
㈱
し

-:
. 

て
、
株
価
は
戦
後
最
低
値
に
ま
_で
下
落
1;
た
ほ
ど
：で
あ
る
。
ま
た
生
産
の
回
復 

も
ニ
ホ
四
年
四
月
を
峠
と
し
て
横
ば
い
状
態
に
入
り
、
わ
が
国
の
経
済
復
興
も 

国
際
経
済
か
ら
切
り
は
な
さ
れ
て
い
る
限
り
、
'す
で
に
限
界
に
達
し
た
と
さ
え
：
 

い
わ
れ
る
に
い
た
？
た
の
で
あ
る

.0
し
か
し
、

-:
見

「

再
建」

と
ば
背
反
す
る 

よ
ぅ
に
見
え
る
こ
の
#

■
は
、
戦
後
の
白
本
経
済
を
、
国
際
独
占
資
本
へ
の
従 

属
下
に
、
国
際
経
済9

1

環
と
し
て
焉
成
す
る
こ
と
に
よ
.■つ

て
の
み「

再
建」 

し
よ
ぅ
と
す
る
構
想
の
起
点
と
な
る
も
の
.で
あ
つ
て
、
こ
の
期
を
転
機
と
し
て
、 

外
資
と
技
術
の
導
入
お
よ
び
管
理
技
術
の
大
幅
な
導
^
が
お
こ
な
ゎ
れ
、
企
業， 

合
理
化=

一
応
の
国
際
水
準
へ
の
引
上
げ
が
迫
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

：

こ
の
従
属
化
と
国
際
経
済
へ
，
の̂
|
|入
の
過
程
を
促
^
し
た
の
は
、
，こ
の
年 

の
六
月
二
十
五
日
に

「

恰
も」

勒
発
し
た
朝
鮮
動
乱
で
あ
る。
.' す
な
わ
ち
、
'
朝 

.鮮
動
刮
に
よ
る第
三
次
大
戦
べ
の
発
展
の
危
惧
は
、
.
各
国
を
し
て
各
般
の
物
資 

の
貿
付
を
急
増
せ
し
め
、
こ
れ
と
目
罾
す
る
罾
*
の
活
況
は
死
の
淵
に
あ
え
い 

で
い
た
わ
が
国
造
船
の
活
澉
を
も
た
ら
し
、
ま
た
朝
鮮
動
乱
の
軍
事
基
地
と
し 

て
の
尨
大
な
特
需
の
急
増
と
あ
い
ま
っ
て
、
生
産
は
急
速
に
上
昇
し
た
の
で
あ

る

(

経
済
安
定
本
部
調
べ
に
よ
れ
ば
、
昭
和
九—

十
.一
年
基
準
で
エ
鉱
業
綜
合 

生
産
指
数
は
ニ
十
五
年
三
月
に
七
九
.'
.三
が
一
一
十
五
年
十
二
月
に
は
一
一
四
• 

〇
、

1ー
十
七
年
五
月
に
は
.：ー
¥
七
'
,三
0̂
企
業
の
収
益
率
も
戦
前
を
：は
る
か
に 

..
凌

駕(

金
産
業
平
均
払
込
資
本
利
益
率
«.
十
ー
年
上
期
十
ニ

•
六
％
が
二
十
五 

年
下
期
に
は
ニ
,'
ー
< 

•八
%
へ
、':
総
使
肊
資
本
利
益
率
で
見
て
も
、：
十
一
年
上 

期
，の
五

..
七
^
か
ご

-1
-
*五
年
下
期
は
九

.
三
五
^

0
。
.か
く
し
て「

資
本
の
再 

建」

，は
ひ
と
ま
ず
そ
の
緒
に
つ
い
た
の
.で
あ
る
？
. 

■

右
の
よ
ぅ
に
\
こ
の
、期
で
は
経
済
的
6
企
業
の
再
建
が
緒
に
つ
い
た
こ
と
と 

:

な
ら
ん
で
、
.特
に
留
意
ず
べ
き
こ
と
は
、
労
®

係
に
お
け
る
力
関
係
の「

# 

的
強
力」

に
よ
る
転
化
丨
释
営
に
よ
る
主
導
権
の
回
復
と
確
立
が
お
こ
な
わ
れ 

た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

ブ
ー十
®
年
春
以
来
の
デ
ィ
ス
イ
ン
フ
レ
を契
機 

と
す
る
大
幅
の
.人
員
整
理
の
開
始
、
二
十
五
年
二
月「

健
全
労
組」

と
し
て
の 

総
評
の
結
成
準
備
大
会
、
朝
鮮
動
乱
直
前
に
お
こ
な
わ
れ
た
マ
ーR

帥
書
簡
に
よ 

■る
日
共
幹
部
の
追
放
、

「

ァ
ヵ
ハ
タ
,-
の
三
十
日
間
の
発
行
停
止
、
七
月
に
は 

総
評
の
結
成
、
言
論
報
道
関
係
に
は
じ
ま
る
民
間
赤
パ
ー
ジ
の
全
面
的
強
行
等 

.
々
で
あ
る
。
-
.

こ
の
よ
ぅ
に
し
て
、
.一
 
方
に
は
、
戦
後
以
来
と
の
：期
ま
で
の
労
務
の
中
心
で 

1あ
っ
た
対
労
砠
員
策
を
大
幅
に
軽
減
せ
し
め
、
労
資
の
力
関
係
の
変
化=

择
営 

の
主
導
権
の
確
立
が
お
こ
な
わ
れ
、
#力
に
は
、
経
済
活
況
化
に
よ
る
^

a

管 

理
改
善
宛
実
の
要
請
と
経
費
支
出
的
好
条
件
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く 

し
て
こ
の
よ
5'
-
,な
新
し
い
条
件
の
も
と
に
、
二
十
ニ
、
三
年
頃
以
来
郜
分
的
試 

行
的
に
と
り
入
れ
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
ア
メ

リ

力

的
人
事
管
理
の
諸
制
度
は
、
い

ま
や
急
速
か
つ
広
範
に
導
入
実
施
さ
れ
る
絶
好
の
機
会
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ 

る
。
二
十
五
年
秋
の
日
経
連
総
会
に
お
い
て
、

「

労
務
管
理
の
体
系
的
整
備
の 

必
要」

が
提
唱
決
議
さ
れ
た
の
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
よ
う
な
.

背
景
に
お
い
て
で 

あ
り
、
.

こ
こ
に
|

^

' 0

本
^

罾
罾
理
の
1

成
は
、
大
企
業
を
先
頭
に
開
始
さ 

れ
る
に
.

い
た
っ
た
の
.

で
あ
る
。
，

：

注

(

1

)

日
経
連「

産
業
労
働
現
勢
報
告
、
ニ
六
年
下
期」

(

2

)

労
働
争
議
調
査
会「

労
働
年
表」

.(

3

)

日
経
連
、
ニ
五
年
下
期
総
会
資
料
。

.

⑵

：
i

成
開
始
期
に
お
け
る
労
務
管
理
諸
制
度
の
実
態

成
の
端
初
的
な
開
始
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
敗
戦
後
の
日
本 

資
本
主
義
体
制
の
危
機
を
脱
し
次
ニ
士
ー
年
下
期
か
ら
ニ
十
三
年
に
か
け
て
の 

頃
か
ら
、
見
ら
れ
は
じ
め
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
表
わ
れ
は
、
一
一
十
一
一
年 

九
月
の
労
働
省
の
発
足
を
契
機
と
し
て
、
一「

健
全
な」

民
主
的
労
資
関
係
機
構 

の
整
備
の
啓
蒙
、
生
活
給
体
系
か
ら
職
階
給
な
' 

い
し
能
率
給
体
深
へ
の
志
向 

——

い
わ
ゆ
るT

賃
金
体
系
の
合
理
化」

の
踹
初
吣
胄
吣
、
‘

業
の
生
産
秩
序 

の
確
保
を
志
向
し
允
就
業
規
則
の
制
定
と
監
督
者
訓
練
方
式
の
導
入
、
な
ど
が
. 

こ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
M「

外
か
ら
の
民
主
故
革」

の
一
つ
の
具
体 

化
で
あ
る
労
働
甚
準
法
.

(

二
十
二
年
九
月
施
行 >

:

が
、
.労
働
力
保
全
の
諸
管
理 

の
整
備
を
お
し
進
め
た
こ
^

も

見

逃

し

て

は

な

ら

な

：い

。

.

：
.

右
の
よ
う
な
基
盤
の
上
に
、
ド
ヴ
ジ
政
策
を
槓
杼
七
し
て
苒
建
的
再
編
成
が 

開
始
さ
れ
.

た
の
：で
あ
る
が
、

.U

の
開
始
期
に
お
い
て
労
務
管
理
ほ
具
他
的
に
は

•

.

戦
後
に

お
け
る
日
本
労
務
管
理
の
：櫛

造

.

い
か
な
る
諸
制
度
を
と
り
入
.れ
、
そ
れ
を
整
備
し
て
い
っ
た
か
。
次
に
そ
の
実

態
を
、
労
務
管
理
の
体
系
を
構
成
し
.て
い
る
主
要
な
諸
管
理
制
度
に
つ
い
て
、

要
約
的
'に
.概
観
し
よ
ぅ
。
：

'
S

労
働
能
力
に.
関
す
る
諸
管
理
制
度
。
本
来
、
.

雇
用
労
働
力
の
質
に
関
す.

る
制
度
と
し
て
は
、
探
用
、
教
育
訓
練
、.
.配
置
の
®

度
が
^
る
が
、
こ
れ
ら

に
関
す
る
近
代
的
人
事
管
理
技
術(

1

九
ニ
〇
年
頃
以
降
形
成)

の
特
徴
は
、
職

務
分
析job analysis

を
そ
の
基
礎
的
手
続
と
し
て
も
つ
‘と
こ
ろ
に
あ
る
。

し
か
る
に
戦
前
の
わ
が
国
で
は
、
こ
.’の
手
続
は
ほ
と
ん
ど
と
り
入
れ
ら
れ
る
こ

と
.な
く
、
た
だ
採
用
、
教
育
訓
練
な
ど
に
つ
い
て
、
個
々
の
科
学
的
方
法
が
若

干
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
二
十
ニ
年
以
来
、
い

わ
ゆ
る
職
階
給
制
導
入
の
必
要
性
が
提
唱
さ
れ
る
に
お
よ
ん
で
、
，
そ
れ
の
前
提

手
続
と
し
て
職
務
分
析
の
必
要
が
と
り
上
げ
ら
れ
、
全
く
顚
倒
的
な
形
で
職
務

分
析
の
知
識
が
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
期
に
お
け
る
採.

用
、
教
育
、
配
置
等
の
管
理
に
は
、
依
然
と
し
て
職
務
分
析
は
結
び
つ
く
こ
と

が
で
き
ず
、
こ
れ
ら
の
部
面
で
の
個
々
の
管
理
技
術
が
、
職
務
分
析
の
基
礎
を

•(

1
>
:

も
‘つ
こ
と
な
し
に
実
施
さ
れ
始
め
た
の
.で
あ
る
。

す
な
わ
ち
採
用
の
合
理
化 

.は
、.

採
用
基
準
の
設
定
.と
職
業
適
性
の
科
学
的
検
查
に
あ
る
が
、
右
の
事
情
か 

ら
、
職
業
適
性
検
査
.に
関
す
る
技
術
の
.み
.が
導
入
さ
れ
始
め
た
の
で
あ
っ
て
、

一•一
十
四
年
労
働
省
で
導
入
普
及
に
、努
め
た
の
.が

一
般
職
業
適
性
検
査
法
で
あ 

.摩

.ま
，I

霄

教

育

訓

籠

度

と

し

て

は

、
周
知
の
.
T

W

I
方
式
が
、
二
十 

四
年
.五
月
：の
職
業
安
定
法
の
改
正
に
よ
る
^

_

#の
^
7 1

な
ど
，に
よ
っ
て
急
速 

.に
普
及
し
始
め
、
.
1
:
1
十
七
年
五
月
の
関
東
@
営
者
協
会
.の
.

「

労

務

管

理

^

!

度

五

：

(

.六
七

七

)



の

違

に

関

す

る

鼠

查」

•に
よ
れ
ば
、
，
大
企
業
祀
凇
け
ス
4

の
.
1

日
及
率
は 
一一

H
i
.
i

 

%

に
達
し
て
い
る
。
：し
か
し
众
が
ら
、在
章
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ 

の
段
階
に
お
け
る
職
業
適
性
検
査
方
法
に
し
：て
も

、

.

- T
W

I

方
式
そ
の
他
に
し 

て
も
、
い
ず
れ
も
殆
ど
無
批
判
的
に
.
導
入
移
植
さ
れ
ズ
い
る
こ.と
で
あ
っ
て
、
い 

わ
ゆ
る
ァ
メ
リ
力
方
式
の
無
批
判
的
直
輸
入
の
段
階
で
あ
ケ
た
こ
と
で
あ
る
。

(P
)

労
働
力
保
全
に
関
す
る
諸
管
理
制
度
。

近
れ
入
事
管
理 

の
基
本
的
特
徵
の
.

ー
つ
で
あ
る
が
ヽ
そ
れ
は
週
四
十
八

^

㈱

㈣

と
罾
砠
員
金
お 

よ
び
疾
病
、

の
低
下
の
た
め
の
，科

学

的

！

^

設
の
整
#
を
具
体
化
す
る 

と

こ

ろ
に
あ
る
。

二
十
，ニ
年
九
月
に
施
行

さ

れ

炎

分

働

基

準

法

は

、
本

来

こ

れ 

ら

の

諸

制

度

の

整

備

を
_

的
に
促
進
す
る
こ
と
.

に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ

の

.
小

稿

で

は

そ
の
分
析
は
省
略
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
労
基
法
は
、
.近
代
的 

労
働
者
保
護
法
と
し
て
そ
な
え
る
ベ
き
本
質
的
な
要
件
.

(

最
低
賃
金
制
と
週
四 

■

十
八
時
澗
制
の
原
則
；確
保

)

，
を
欠
い
て
お
り
、
，
そ
の
結
果
と
し
て
構
造
的
に
歪 

曲
跛
行
化
さ
れ
、
日
本
的
特
質
をぅ
'

ち
出
し
て
い
る
こ
と
は
銘
記
さ
九
な
く
て 

.

は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
：て
、
出
発
域
来
、
：
そ
の
本
質
的
要
件
に
つ
い
て
は
基 

本
的
制
約
が
あ
っ
太
が
、
し
か
し

1

一
義
的
制
度
で
あ
る
安
全
、
衛
生
の
諸
管
浬 

制
度
忙
つ
.

い
て
は
、=
|

应
の
発
展
整
備
が
龙
ら
れ
た
：の
.で
あ
っ
て
、
1

B U

に
比 

ベ
'

て
、.
労
働
災
害
率
お
よ
び
労f

病
率
が
減
少
し
た
事
実
.は
認
め
ら
れ
ね
ば 

な
ら
な
い
。
か
かA

安
全
猶
生
め
諸
管
理
は.お
お
む
ね
ど
の
時
期
に
_

始
さ
れ 

た
の
で
あ
る 
'

(

安
仝
、
衛
生
の
専
任
職
制
化
、
.

災
害
保
護
施
設
、.定
期
健
康
'診 

.

断
制
度
と
療
養
制
度
筝
々

)

0 

.

.

.
 

:

 

:

.

,
.

㈧

賃
金
に
関
す
る
管
理
制
度
。
戦

後

一

時
ク
.

戦
前
基
準
で
ニ
〇
％
台
に
ま
で

六

.C

六
七
八)

低
落
し
て
い
た
賽
賃
金
は
、
一
一
十
三
年
か
ら
若
干
の
回
復
を
示
し
は
じ
め
、
 

労
働
省「

毎
勤
統
計」

.

.に
ょ
れ
ば
、
二
十
五
年
平
均
八
五.

四
％
、
一
一
十
六
年 

平
均
九
ニ . 4

 %
、

ニ
十
七
年
平
均 
一
o
ニ 

•三
ニ

十

八

年

平

均

j
〇
七

.
 

三

％

、

一
一
十
九
年
^

^

一

 
〇

八
.〇
％

、

一

一

一

十

年

ニ

四

.
五
％
と
な
っ

C

5

)

.

.

て
い
る
。
こ
の
ょ
ぅ
な
実
質
賃
金
の
回
復
過
程
を
基
礎
と
し
て
、
.一
一
十
三
年
以 

降
い
わ
ゆ
る「

賃
金
体
系
の
合
理
化」

が
進
行
し
、
■ニ 
土
ハ
年
ま
で
に
は
、
生 

活
耠
的
諸
手
当
の
菡
本
給
へ

の
統
合
，

(

基
本
給
の
比
重
七
0

%以
上
へ)

が
、

1

应
完
了
し
た
こ
.と
は
周
知
.の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
.か
く
し
て
基
本
給
の
量
的
確 

立
は
、
.必
然
的
に
.質
的
確
立
を
要
請
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に 

「

基
本
給
の
合
理
化
、

」
=

戦
後
的
再
編
成
が
、
こ
のp

以
来
、
重
要
な
課
題
と 

'さ
れ
る
に
い
た
っ
.た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
場
合
の
合
理
化
の「

あ
り
方」 

こ
そ
が
'
.

「

肩
務
給j.

で
あ
っ
たU

と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
.(

こ
れ
は
労 

働
省
、
通

M-
省
、
日
経
連
等
の
賃
金
合
理
i

導
に
集
%))

'
.

し
か
し
な
が
ら
、，
こ
の
ょ
ぅ
な
勧
挺
と
方
向
づ
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実 

に
は
い
わ
ゆ
る
職
務
給
制
度
を
、
な
ん
ら
か
の
修
正
.を
と
も
な
い
な
が
ら
で
も 

採
用
し
た
も
.の
.拟
、
大
企
業

.に
お
い
て
も
六
％
内
外
に
す
ぎ
な

1
07)

し
た
が
っ 

て
前
掲
の
論
者
.の
ニ
部
が
、v

「

職
階
給」

採
用
を
戦
後
の
主
要
な
特
微
で
あ
る 

と
し
て
い
る
こ
と
に
は
、
.実
証
的
に
は
同
意
し
が
た
い
。
し
か
し
注
目
す
べ
き 

こ
と
は
、

「

基
本
給
の
合
理
化」

は
、
直
接
に
職
階
給
の
形
を
と
っ
た
も
の
は 

#
わ
め
て
小
ノ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
.職
階
給
制
度
と
そ
の
運
営
の
中
に
包
有 

‘さ
れ
て
い
る
各
種
の
モ
メ
ン
ト

.

.

(

職
務
分
類
、
：
職
務
評
価
、
人
事
考
課
、
組
織 

的
舁
進
な
ど〕

が
、
な
ん
ら
か
の
形
で
な
ん
ら
か
の
程
度
に
、
既
存
の
制
度
の

上
へ
個
々
に
罄
入
さ
れ
鹼
め
た
こ
と
で
あ
る
& 

:

な
お
こ
の
期
に
お
い
て
、
能
率
給
、
賞
与
、
退
職
金
制
度
な
ど
の
：再
登
場
と 

そ
の
再
編
成
と
が
開
始
さ
れ
る
が
、
紙
数
の
関
係
上
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

.

 

㈡
人
間
関
係
供
管
理
の
諸
制
度
◊
.
戦
後
に
お
け
る
わ
が
国
労
務
管
理
諸
制
度 

.
の
な
か
で
、
f

特
徴
的
な
新
.し
い
部
面
は
、
ア
メ
リ
ヵ
に
お
い
て
形
成
さ
れ 

た
人
間
関
係
的
研
発
の
諸
成
果
に
も
と
づ
く
、：
い 
'わ
ゆ
る
人
間
関
係
的
管
理
の 

諸
制
度
を
と
り
入
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
，そ
の
導
入
も
ま
さ
に
こ
の
期
か
ら
開 

始
さ
れ
た
。
こ
れ
の
紹
介
は
、
1

一
一
十
一
年
頃
か
ら
、
早
く
も
一
部
の
せ
 ̂

学
研
绝
者
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
始
め
て
い
る
が
、，.一
一
十
一
一
年
に

'は
尾
高
邦
雄
' 

教
授
ら
に
よ
っ
て
、
十
八
工
場
の
^

_肖
意
識
の
近
代
化
測
定
に
.関
す
る
実
態 

調
査
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
し
、
二
十
四
年
に
は
、
.
立
教
大
学
社
会
心
理
学
関 

係
者
に
よ
っ
て
、
三
士
ニ
工
場
の
労
働
者
の
労
働
意
欲
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
て 

い
る
。
し
か
し
当
時
は
、
い
ま
.だ
人
間
関
係
的
研
究
の
.労
務
管
理
べ
の
具
体
的 

適
用
実
施
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

し
か
る
に
こ
の
期
に
入
っ
て
か
ら
は
、
’産
業
社
会
学
と
そ

-9
労
務
管
理
ベ
の 

適
用
に
関
す
る
紹
介
論
文
、
文
献
が
増
大
3
、
こ
の
管
理
制
度
へ
の
関
心
が
急 

速
に
た
か
ま
る
一
力
、
個
々
.の
具
^

Kの
i

が
多
少
見
ら
れ
^
め
た
の 

で
あ
る
。
前
掲

2
ー
十
七
年
复
の
関
東
響
者
協
会
調
查
に
よ
れ
ば
、
広
報
活

'
 

動
、
提
^

度̂
、
人
事
相
談
制
度
、
従
業
員
態
度
調
査
な
ど
を
実
施
し
て
い
る 

も
の
が
、

一

〇—

三
0

%に
及
ん
で
い
る
。
.(

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
諸
制
度
は
、
 

従
業
員
態
度
調
査
を
除
け
ば
、
，昭
和
十
年
頃
か
ら
す
で
に
個
々
’‘に
は
存
在
し
て 

い
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
か
ら
、
'
こ
の
調
査
に
示
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
の
か
な

戦
後
に
お
け
る
.日
本
労
務
管
理
の
.構
造

り
办
も
办
成

必
ず
し
•も

新
し
い
意
味
で
の
人
間
関
係
的
管
理
觎
度
と
し
て
で 

，は
な
い
と
も
見
ら
れ
る)

。

L
か
し
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
い
ま
だ
素
朴
な
形 

で
、
個
々
に
試
行
的
に
お
こ
な
わ
れ
.た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

.

:

こ
れ
を
'要
：す

0;
:に
、ぃ.V-
V-
の
'期
に
お
い
て
は
前
述
の
よ
ぅ
な
®

の
も
と
に
、
 

労
務
管
理
諸
制
度
が
急
速
に
開
花
し
進
展
し
た
こ
と
を
、
明
ら
か
に
認
め
.る
こ 

と
が
で
ぎ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、.
こ
.の
期
に
'お
け
るr

労
務
管
理
の
体
系
的
整 

備」

の
要
請
の
も
と
に
、1
多
く
の
場
合
は
、
'当
時
と
も
て
は
も
.づ
と
も
手
近
な 

既
製
の
管
理
諸
制
度
で
あ
る
.ア
メ
リ
力
の
人
事
管
理
諸
制
度
を
、
旧
来
の
諸
制 

度
の
基
盤
の
上
に
、
整
備
上
の
必
要
に
宓
じ
て
、
個
々
に
無
批
判
に
総
^
^
に 

と
り
入
れ
て
い
っ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
ぅ
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
に
は 

旧
来
の
諸
制
度
と
、
発「

fe
段
階
を
異
に
す
る
ア
メ
リ
カ
的

i

度
と
が
、
雑
然 

と
し
て
混
成
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
労
^
管
理
制
度
そ
の
も
の
が
有
機
的
構
造 

的
で
あ
る
こ
と
を
内
的
に
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
れ
は
や
が
て
こ 

れ
ら
の
諸
制
度
を
素
材
と
し
て
、
.有
機
的
に
綜
合
化
：さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
必
然 

性
を
孕
ん
で
い
た
.の
で
あ
る
。

注(

1

)

日
経
連
編

r

職
務
給
の
研
究
，.！
第
一
部
第
一
.
一
章
、

r

職
務
給
の
史
的 

考
察」

参
照
。

.(

2
.

) 

•

働

省「

職
業
被
查
指
針」

. 

• 

V

C

3

V
労

働

省「

労
働
白
書」

.
ヒ
十
六
年
、

ニ
十
七
年
版
。

(

4

)

関

経

協

r

賞
務
賭
制
度
の
有
無
に
関
す
る
調
査」

.

.

.

(

5
.)

.

.労
：働

省「

労
働
白
書」

三
十
年
、
三
十
一
年
版
。

.(

6

7

労
働
省
労
政
局
ぉ
ょ
び
労
働
基
準
局
の
.、賃
金
に
関
す
る
各
種
出
販

七 

'

(

六
七
九)

.



'

物
、
通
産
省
鹿
業
合
理
化
燕
議
会
策
務
管
理

.分
科

会「

職

務

評

価

に

基

く

職
：：

'
務
給
制
度」

，
日
絡
速「

合
理
的
な
賛
金
制
度
：

T:

同r

賃
金
体
系
の
合
辄
化
L- 

C
7

)

関
経
協
、
前
揭
調
査
。
;：
'
.'
:

"

X
3
,
松
島
静
雄「

労
働
社％

学
序
説」

、■'
,
.尾
高
邦
雄
編「

労
働
社
会
学」

、■

'.
■野
田

•
.

尾
高
外

—1
ヒ
ユ
ー
：マ
，ン‘
リ
.レ
ー
シ

3シ
ズ」

、大
内
経
雄「

経
常
と
，

■
'■
;
人
間
関
係
1-
'

•:
' : 

- . 

■ 

■ 

■ 

. 

.

:
■.

. 

’

■.

.
兰
ク

戦

後

.日
本
労
務
管
理
の
再
編
威
の
確
立

/
,

@

務
管
理
i

成
の
背
景

馨
日
本
資
本
主
義
の
再
興
期
に
照
応
し
て

、
• ニ
十
四
、
.五
年
頃
か
ら
労
務

.
 

管
理
も
漸
く
再
建
的
再
編
成
を
開
始
す
る
に
い
た
.っ
た
こ
'と
は
、
前
述
の
と
お 

.り
で
あ
る
が
、
そ
の
期
で
は
導
入
さ
.れ
た
労
称
管
理
の
諸
制
度
と
旧
来
の
諸
制 

度
と
が
、
い
ま
だ
相
互
に
規
定
変
容
し
合
っV

絲

I
あ
る
構
造
に
ま
で
搆
成
さ
'
 

れ
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、

ー
方
に
は
ニ
十
七
年
四
月
ニ
十 

八
日
か
ら
発
効
し
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
を
契
機
と
し
て
、
わ
が
国 

の
社
会
経
済
的
諸
体
制
の
.「

自
主
的」

整
備
が
お
.し
進
め
ら
れ
た
こ
と
と
、
他
.
'
 

方
に
は
、
二
十
七
年
下
期
か
ら
は
じ
ま
る
朝
鮮
ブ
ー
ム
の
停
滞
化
、
そ
れ
に
.ひ 

き
つ
づ
い
て
、
一
一
十
八
年
七
月
の
^]
鮮

^
㈣
畠
定
の
調
印
に
ょ
る
ブ
ー
ム
の
終 

結=

デ
フ
レ
経
済
へ
の
'転
化
、
を
契
機
と
.し
て
、
企
業
合
理
化
が
本
格
化
さ
れ 

た
こ
と
、
そ
の一

一
つ
の
基
本
的
な
社
会
経
済
的
条
件
の
変
化
が
、
そ
れ
に
と
も 

な
っ
て
生
じ
た
産
i

働
上
の
諸
変
化
を
媒
介
と
し
つ
つ
、
さ
き
に
進
行
し
て
. 

い
た
労
務
管
理
の
i

成
過
程
を
急
速
に
促
進
し
、
確
立
せ
し
め
る
.に
い
た
っ

■ 

.

.

.
•

へ

(

六
八
0)

.

.

.

.

.た
の
で
；あ
る
。
，
で
あ
る
か
ら
、
次
に
労
務
管
理
再
編
成
の
背
景
で
あ
る
社
会
経 

済
的
基
調
と
、
そ
‘れ
に
関
連
ず
る
産
業
労
働
経
済
上
®
諸
事
愦
と
に
つ
い
て
、
 

簡
単

.に
概
述
し
よ
う
。
'

-■

ま
ず
、
平
和
条
約
に
と
も
な
う
諸
変
化
で
あ
る
が
、
：
こ
れ
は
一
方
に
、
わ
が 

国
経
済
の
.国
際
経
済
へ
の
i

A

l
戦
後
産t

i
t

造
の
^
■
め
_
立
の
要
請 

を
も
た
ら
し
た
と
と
も
に
、
他
方
に
、
国
内
的
に
は
> 
独
禁
法
改
正
た
ど
を
そ 

の
典
型
と
す
る
占
領
下
絞
済
政
策
の
転
換一

.「

自
主
性」

.
化
へ
の
道
が
開
か 

れ
た
こ
と
で
あ
る
。
姝
に
後
者
は
、
.過
去
数
年
間
の
占
領
下
に
お
け
る
各
領
域 

で
の
変
化
に
対
、し
て
、
;「

反
省
と
検
討」

の
気
運
令
ひ
き
お
こ
し
た
.

の
で
.

あ
っ 

て
、
と
の
こ
.と
ば
労
務
管
理
の
領
域
に
お
い
て
も
、
ア
メ
リ
ヵ
的
人
事
管
理
方 

式
へ
の「

反
省J :

を
よ
び
お
こ
す
モ
メ
ン
ト
と
な
っ
た
。

_

次
に
、
.朝
鮮
動
乱
ブ
ー
ム
に
よ
る
国
際
商
品
か
割
高
化
と
動
乱
終
結
に
よ
る
.
 

特
需
の
.減
少
と
に
関
連
す
る
国
際
収
支
の
悪
化
I

そ
の
対
策
と
し
て
の
デ
フ 

レ
経
済
へ
の
転
換
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
企
業
合
理
化
の
本
格
化
に
つ
い
て
見
.
 

る
に
、企
^

合
理
化
の
た
め
の

" 一̂

の
具
体
的
施
策
と
し
て
は
、⑴
員
金
ス
ト
ッ 

プ
な
い
し
引
上
げ
率
の
縮
減
、
⑵
人
員
整
理
、
臨
時H

 f

の
切
替
え
、
⑶
技
術 

.的
合
理
化
の
進
展
、
殊
に
機
械
持
台
数
の
増
加
、
施
設
当
り
人
員
の
節
減
を
可 

能
な
，ら
し
め
る
よ
う
な
技
術
更
新
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
た)

。
そ
し
て
、
こ
れ
ら 

の
一
連
の
合
理
化
を
強
行
す
る
た
め
の
国
家
権
力
に
よ
る
バ
ヅ
ク
ア
ッ
プ
と
し 

て
、
二
十
七
年
八
月
に
は
労
調
法
、
労
組
法
の
改
正
、
新
公
労
法
の
施
行
が
あ 

り
、
二
十
八
年
八
月
に
は
、
竈
産
、
炭
労
に
対
す
る
ス
ト
規
制
法
が
制
定
さ
れ

•
1
:
3
)

る
な
ど
、

I

連
の
労
働
関
係
規
制
法
規
の
強
化
が
お
こ
な
わ
れ
、
労
働
組
合
連

励
の
基
調
を
守
勢
的
な
も
の
た
ら
し
め
た
こ
と
も一

つ
の
留
意
す
べ
き
条
件
変 

化
で
あ
っ
.た
。

' 

.

注(

1)

経
団
連
窜
務
局「

経
済
資
斜
J
N
O
:
ニ
六
一
は
、
.

1

十
六
丨
ニ
十
八
年. 

、

に
お
け
る
主
要
国
別
主
嬰
商
品
価
格
の
'国
際
比
較
を
お
こ
な
/っ
て
い
る
。
.

.(

2

>
通
産
省「

技
術
白
書
.

J
、
(

第
二
回
版)

は
> 
二
十
七
年
.ご
ろ
.か
ち
生 

産
技
術
の
.改
善
、
生
產
設
.備
の
高
度
化
が
、
と
く
に
進
捩
し
は
じ
め
た
.と 

し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
結
果
と
し
て
.、
；生
産
当
り
労
働
要
員
の
大
幅
な
減 

少
、

コ
ス
ト
低
下
の
生
じ
た
代
表
的
事
例
を
、
火
力
発
電
、
炭
礦
、
製
鉄
、
 

.
セ
メ
ツ
ト
、
綿
紡
績
な
ど
の
主
要
産
業
部S ：

に
つ
い
て
掲
げ
て
い
る
。

(

3)

前
掲
：

「

労
働
年
表」 

.

' 

C

4

V労
働
省r

労
働
争
議
統
計」

(

労
働
白
書
、
.三
十
年
版)

.

⑵

禱

成

期

に

お

け

る

労

務

管

理

諸

制

度

の

実

態

•
ノ 

す
で
に
指
摘
し
た
ょ
う
に
、一

一
十
四
、
五
年
頃
か
ら
、
労
務
管
理
は
そ
め
再 

編
成
を
、開
始
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
M
fi
f
eの
ょ
う
な
一
不
七
年
以
降
の
社
会 

的
経
済
的
諸
条
件
の
変
化
を
契
機
と
し
て
、
そ
の
再
編
成
は
促
進
3
れ
、
；体
系

.
 

化
さ
れ
、
.特
質
あ
る
構
造
を
う
ち
出
す
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
 

開
始
期
に
お
い
て
ク
前
述
の
ょ
う
に
多
く
の
ァ
メ
リ
ヵ
的
人
事
管
理
の
醫
度 

V
が
、：す
で
に
導
入
実
施
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
'し
か
し
当
時
に
お
い
.て
は
、
 

こ
れ
ら
の
新
し
い
諸
制
度
は
、
.既
存
の
諸
制
度
や
関
連
^

度̂
と
融
合
す
る
ま

.
 

で
に
い
た
？
て
い
な
か
っ
た
。
/し
た
が
っ
て
"
既
存
.の
諸
制
度
と
異
質
の
新
し 

い
諸
制
度
と
は
、
な
ん
ら
.か
の
' 一
定
‘の
指
導
理
念
の
も
と
に
相
互
変
容
的
に
絲

一
さ
れ
る
こ
と
な
し
に
は
、
_綜
合
制
度
と
し
て
の
労
務
管
理
は
実
践
的
効
果
を

あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
、
，
ニ
十
七
年
の
媾
和
発
効
に
と
も

.な
う
戦
後
日
本
資
本
主
義
の
成
に
照
応
し
て
、、
形
成
さ
れ
始
め
た
指
導
理

.念
I

そ
れ
は
必
ず
し
：も
明
確
に
確
立
さ
れ
て
は
い
な
い
が

I

に
対
応
し

て
、
：個
別
企
業
の
社
会
秩
序
を
確
保
す
る
役
割
.を
に
な
う
労
務
管
理
に
も
、
新

し
い
指
導
理
'念
の
形
成
が
魂
実
的
に
要
請
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
一
ナ
.

A
年
以
降
の
デ
フ
レ
下
に
お
け
る
企
^
ム
ロ
理
化
の
迫
進
は
、
労
務
i

度
に
従

来
の
余
裕
•あ
る
試
行
的
な
あ
り
方
を
ゆ
る
さ
ず
、
既
存
の
制
度
と
新
し
い
1

度
と
の
な
ん
ら
か
の
形
で
.
.の綜
合
化
を
要
請
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
こ

の
期
に
お
い
て
戦
後
日
本
的
労
務
管
理
の
構
造
i

成
が
現
実
化
さ
れ
る
に
い

た
っ
た
。
次
に
、
こ
の
.新
し
.い
労
務
管
理
構
造
を
構
成
し
て
い
る
主
要
な
管
理

諸
制
度
の
実
態
に
つ
い
て
、
私
の
行
っ
た

一一

十
八
年
夏
砠
を
の
七
十

一

社
_
罾

と
、
.三
十一

年
夏
砠
«

の
同
じ
く
七
十
ー
社
_
罾
と
を
中
心
.の
罾
罾
と
し
つ

' 

(

1)

つ

、
..簡
単
に
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
見

ょ

う
。
..

S

労
働
能
力
に
関
す
る
管
理
諸
制
度
。
さ
き
に
開
始
期
の
場
合
に
指
摘
し
た 

ょ
う
に
、
労
働
能
力
管
理
'に
お
げ
る
近
代
的
ア
メ
リ
カ
方
式
は
.、
そ
の
基
礎
と 

.し
て
職
務
分
析
-
^
!務
記
述
書
を
設
定
し
、
'こ
れ
を
基
準
と
し
て
、
探
用
、
配 

置
、
教
育
訓
練
の
.管
理
が
合
理
化
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
そ
の
.特
微
が
，あ
る
。
こ
の 

職
務
分
析
i

務
記
述
臀
の
設
定
は
、
さ
き
の
一I

十
七
年
の
調
査
で
は
、
い
ま
だ 

そ
の
発
達
は
十
数
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
二
十
八
年
調
査
で
は
約
三
0

%に 

ま
で
f
p
>
s
十
一
ヸ
11
罾
で
も
大
体
胃
ボ
を
示
し
て
.い
る
。
す
な
わ
ち
、大
企 

.業
吃
於
て
.は
不
十
分
な
.が
ら
も
、
基
礎
管
理
資
料
作
成
の
必
要
が
か
な
り
認
識

九

夂

八

ー

ゾ

蛾
後
に
お
け
る
日
本
労
務
管
理
め
鞲
溢



ざ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
''
し
：か
し
そ
れ
.の
榮
展
は
停
滞
的
で
あ
り
、
し
か
も
特 

微g

な
こ
と
は
こ
の
基
礎
資
料
を
作
成
し
て
い
る
企
業
.に
於
て
も
、
そ
れ
を
い 

ま
だ
屈
用
、配
置
、教
育
訓
練
の
管
理
方
式
に
結
合
し
え
て
い
る
も
の
が
、
.極
め 

て
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
§

十 

'一
年
調
査
で
は
七
十一

社
中
六
社)

.-
0
 

こ
の
よ
$
な
基
礎
的
資
料
を
欠
く
原
因
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
塞
し

.
 

fc
い
と
思
}
が
、

一
言
で
い
え
ば
、
職
務
権
限
を
明
確
化
し
え
て
い
な
い
こ
と 

.ど
相
互
に
制
約
し
合

-?
て
い
る
，と
い
え
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
•わ
が
国
の
経 

営
紙
織
に
お
け
る
職
能
秩
序
の
脆
弱
性
が
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
"
し
'た
が 

っ
て
f

紙
織
を
組
織
と
.し
て
雛
持
確
保
す
る
た
め
に
は
、
職
能
秩
序
を
補

 ̂

す
る
も
の
.と
し
て
人
的
関
係
に
-j
;
る
■

秩
序
を
と
り
入
れ
ざ
る
を
え
な
い
。 

労
働
能
力
管
理
の
方
式
も
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
経
営
組
織
的
特
質
に
規
定
さ

.
 

れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
職
務
分
析
な
ど
の
基
礎
資
料
に
結
び
つ
か
な
い
労
働
、
 

能
力
管
理
は
、
次
に
指
摘
す
る
よ
う
な
方
式
を
と
っ
て
、
主
と
し
て
人
的
統
轄 

と
し
て
の
機
能
を
担
う
こ
と
.に
な
る
。

':

す
な
•わ
ち
こ
の
期
に
確
立
し
た
採
用
管
理
の
方
式
に
つ
い
て
見
る
に
、
i
礎

. 

資
料
ど
結
合
し
た
職
務
別
採
用
基
準
の
作
成
が
I

な
た
め
、
採
用
管
理
は
一
.
 

方
に
職
業
適
挫
、'ク
レ
ぺ
リ
ン
：検
査
な
ど
を
使
用
し
.な
が
ら
も
、他
方
に
特
に
面 

接
に
よ
る
人
物
、
篇

.の
判
断
に
力
点
が
お
.か
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
面
接 

法
の
発
達
が
特
に
見
ら
れ
た
こ
と
は
特
微
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
昇
進
®
置
の 

管
理
に
つ
い
て
も
い
え
る
の
：

F

あ

？
て
、.適
挫
基
準
に
よ
る
昇
進
よ
り
も
、
.勤

. 

務

評

定(merit rating
)

に
よ
.

る
功
労
人
事
的

.#
進
が
主
で
あ
る
こ
と
が
、
 

こ
れ
を
示
し
て
.い
る
。,
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
期
に
お
け
る
ア
メ
.リ
カ
的
な
人
事

考
課
技
術
の
か
'な
■ヴ
著
し
い
発
達
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
利
用
形
態
に
お
い 

て
功
労
人
事
技
術
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る(

紙
数
の
関
係
.上
、
そ
の
資
料
的 

実
証
は

.こ
：こ
で
は
省
略
す
る
が
、
こ
.の
こ
と
は
確
実
に
断
定
、で
き
る)

。

g

労
働
力
保
全
の
管
理
®

度
。
労
働
力
保
全
は
、
労
働
時
間
に
規
定
さ
れ 

る
と
こ
ろ
.

が
最
も
大
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
に

.つ
い
て
見
る
に
、
労
働
時
間
に 

関
す
る
限
り
、
..
'労
働
基
準
法
：に
も
と
づ
く
実
働
週
四
十
八
時
間
制
の
適
用
以
外 

に
は
、
ほ
と
ん
ど
近
代
的
労
働
時
間
管
理
技
術
の
導
入
実
施
が
見
ら
れ
な
い
こ 

と
.に
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
ぅ
。
す
な
わ
ち
、
三
十
一
年
調
査
に
よ
れ(

ば
、

一
 

方
に
労
甚
法
の
範
囲
内
で
所
定
労
働
時
間
の
延
長
傾
向
が
見
ら
れ
て
い
る
に
も 

力
力
わ
ら
す
、.

他
方
に
技
術
更
新
に
'よ
る
ス
ピ
■丨
ド
化
に
離
応
す
る
中
憩
制
度 

や
疲
碰
な
ど
の
籍
は
格
別
新
し
く
表
わ
れ
て
い
な
い
。

.
“
賃
金
に
関
す
る
管
理
制
度
。
さ
き
に
指
摘
し
た
よ
ぅ
に
、
開
始
期
に
お
い 

て
は
、
：「

基
本
給
の
合
理
化
,-
が
賃
金
管
理
上
の
中
心
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

グC
の
主
要
な「

あ
り
方」

は
職
務
給
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
し

か

る

に̂
⑽
 

に
お
.い
て
も
、
す
で
に
職
務
給
の「

日
本
讷
修
正」

が
提
唱
さ
れ
て
い
た
の
で 

あ
る
が
、
こ
の
期
で
は
、
デ
フ
レ
へ
の
転
換
を
契
機
と
す
る
べ~

ス
，
ア
ッ
プ 

か
.ら
定
期
昇
給
へ
の一

般
的
転
換
が
生
じ
た
結
果
、
職
務
の
変
更
を
と
も
な
わ 

な
い
昇
給
と
い
ぅ
職
務
給
と
1
て
の
致
命
的
事
実
の
：一

般
化
を
見
る
に
い
た
っ 

V
、

職
務
給
の
日
本
的
再
編
成
が
強
く
と
り
上
げ
ら
れ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ 

た
。
こ
の
麗
成
の
必
要
は
、
特
に
わ
が
国
企
#
に
お
け
る
職
務
構
成
と
従
業 

員
構
成
と
の
不
均
衡
に
よ
る
適
1£
配
置
の
不
円
滑
と
い
ぅ
事
実
と
、.
賃
率
が
職 

種
，に
よ
っ
て
社
会
的
に
決
定
さ
れ
る
と
い
う
欧
米
に
お
け
る
労
働
慣
行
が
、
わ

が
国
に
は
存
在
し
て
^
な
い
と

い
ぅ

事
実
、
お
よ
び
低
賃
金
体
制
に
よ
る
生
活 

賃
金
か
ら
の
脱
却
の
困
難
と
か
ら
、
職
階

i

そ
の
も
の
：の
存
立
に
つ
い
て
も 

震

I

討
が
な
さ
れ
る
に
い
.た
？
た
';
0
か

く

し

て

：
、
，
，

1:

方

に

講

撒

制9.

根

本

，的.
 

修
正
と
い
ぅ
開
題
と
-な
ら
ん
で
、
他
方
に
、
ア
メ
リ
ヵ
的
諸
管
理
制
度
へ
の
反 

省
の
気
運
と
結
び
つ
い
て
、
' わ
が
国
旧
来
の
ー「

能
力
給
的
本
人
給
を
昇
給
制
度 

の
近
代
化
を
通
し
て
近
代
化
す
ベ
き
で
あ
る」

.

；

と
す
る
方
式
が
.い
ま
や
支
配
的 

な
も
の
と
な
っ
た
の
で
.あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
最
も
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
本 

人
給
近
代
化
の
問
題
は
、
直
接
的
に
.は
二
十
八
、
九
年
頃
か
ら
役
職
不
足
やf: 

殊
熟
德
者
の
待
遇
問
題
と
関
連
し
て
発
生
し
て
い
た
、.I

資
格
制
度」

を
.

「

近 

代
化
：

1

.し
、

C
れ
と
近
代
化
し
た
本
人
給
と
を
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
職■ 

階
給
制
の
構
想
を
之
り
入
れ
た
、
し
か
も
こ
れ
に
代
わ
る
べ
き
日
本
的
な
近
代 

的
賃
金
制
度
を
構
築
し
よ
5
と
す
る
見
へ
解
が
表
わ
れ
、
す
で
に
若
干
の
企
業
に 

.お
い
て
実
施
を
見
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
. 

.

.

.

こ
.れ
を
要
す
る
に
、
霍
に
お
け
る
賃
金
管
理
の
中
核
は
基
本
給
の
合
理
化 

に
お
.が
れ
、
そ
の
合
理
化
は
ま
ず
ア
メ
リ
ヵ
的
^

給̂
の
導
！

<
：

を
も
っ
て
^
 ̂

さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
方
式
の
採
用
度
は
、
.職
務
の
確
定
の
不
十
分
な
わ
が
国 

で

ば一

部
の
大
企
業
に
限
定
さ
れ
、
.し
か
も
そ
の
具
体
化
に
は
か
な
り
の 

「

日
本
的
修
正J 
.

を
必
要
と
し
た
。、.

そ
し
て
職
務
給
方
式
を
と
ら
な
か

？
た
大 

多
数
の
企
業
で
は
、
.依
然

|0
来

の「

綜
合
決
定」

.が
支
配
的
で
あ

?
た
が
、
し 

.か
しa

十
七
、
八
年
頃
か
ら
の
定
期
昇
給
制
度
の
復
活
を
契
機
と
し
て
、
基
本 

給
の
決
定
方
法
の「

ぼ
れ
^

」

が
、
特
に
昇
給
制
度
の
合
理
化
の
形
を
と
っ
て 

中
心
課
題
化
し
た
。
そ
し
て
.

こ
.

の
昇
給
査
定
要
素
の
な
か
に
、：
職
務
的
要
素
を

導
入
す
る
こ
と
と
、
•査
定
方
法
に
ア
メ
”
力
的
人
事
考
課
技
術
を
と
り
入
れ
る 

こ
と
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る「

基
本
給
の
近
代
化」

を
達
成
し
よ
1
と
す
る
も
.
 

の
が
、
"現
在
の
大
企
業
に
お
け
る
支
配
的
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
，そ
し
て
、
こ
；の
昇 

給
制
度
を
資
格
制
度
と
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
つ
.て
、
昇
進
制
度
と
給
与
制
度 

と
ゼ
綜
合
，じ
、
.職
階
給
制
の
も
つ「

ほ
れ
&」

を
日
本
的
に
議
し
よ
ぅ
と
す

.
 

る
試
み
が
、
表
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
.つ
：.い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ 

の
よ
ぅ
な「

基
本
給
合
理
化
の
あ
り
方」

の 
一
^
の
定
立
こ
そ
、
戦
後
日
本
労 

務
管
理
の
構
造
的
^

!成
の
の
定
立
を
示
ず
も
の
で
あ
る
。

㈡
人
間
関
係
的
管
理
の
i

度
。
現
代
ア
メ
リ
力
の
人
事
管
理
を
最
も
特
色 

づ
け
て
い
る
も
の
は
、
人
_

係
的
管
理
で
あ
'る
が
、
わ
が
国
の
労
務
管
理
も 

そ
の
’

1411

成
開
始
期
に
あ
た
：っ
て
、
こ
の
人
間
関
係
的
管
理
の
ア
メ
リ
カ
的
諸 

制

度(

従
業
員
卩
兄
ノ
提
案
制
度
、
人
事
相
談
制
度
、
従
業
員
マ
一
一
ユ
ァ
ル
、
 

従
業
員
態
度
調
査
、
人
事
サ
ー
ヴ
ィ
ス
等
々)

を
導
入
し
た
こ
と
は
前
述
の
と
'
 

お
り
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
諸
制
度
は
本
来
、
ア
メ
リ
カ
に
お 

け
る
個
人
主
義
的
、人
本
主
義
的
生
活
慣
行
を
基
盤
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
 

お
よ
び
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
労
働
条
件
が
す
で
に
あ
る
程
度
の
水
準
に
達
し
て 

い
る
こ
と
の
た
め
に
モ
ラ
•丨
ル
形
成
に
比
較
的
有
効
に
作
用
す
る
こ
と
が
で
き 

た
の
で
あ
る
か
ら
、
.わ
が
国
に
お
い
て
は
そ
の
ま
ま
の
制
度
で
は
適
用
の
効
果 

が
低
い

.こ
と
が
、
試
行
を
通
じ
て
実
証
さ
れ
た
の
，で
あ
る
。
か
く
し
て
人
間
関 

係
的
管
理
の
ア
メ
リ
力

的
諸
制
^
も
こ
れ
を
.日
本
的
条
件
に
斜
応
し
て
再
編
成

.
 

さ
れ
、
■

づ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

.い
ま
こ
れ
が
、一.j

十
八

-̂調
査
と
三
十
一
年
調
査
と
の
対
比
を
通
じ
て
見
る

.
1

一

(

六
八
.三)

戦
後
に
ぉ
け
る
日
本
労
務
管
理
の
構
造



に
、
提

囊

度

、
人
事
相
談
制
度
、
.従
業
員
態
度
調
査
な
ど
は
、
ほ
と
ん
ど
発 

展
を
示
し
て
い.

な
.

4

が
、
従
業
員

^
玟
の
た
め
の
会
社
広
報
誌
の
発
達
と
、
そ

.
 

の
技
術
的
精
巧
化
と
は
と
く
に
著
し
く
、
殊
に
従
業
員
家
族
を
も
対
象
と
し
、
：
 

ま
き
込
む
^
尺
が
発
達
を
示
し
て
い
る
。
ま

た

人

事

相

談

制

度

も

ア

.

.
メ

リ
力
の 

場
合
の
よ
ぅ
に
、
.専§

:

的
担
当
者
を
お
く
方
式
で
は
な
く
て
、
旧
来
の
職
長
を 

中
心
と
す
る
人
的
関
係
が
、
戦
後
に
崩
壊
し
始
め
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
、
補 

強
的
制
度
と
し
て
利
用
さ
れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
て
い
る
。
•
.

以
上
我
々
は
、
i

日
i

@

#理
の
胃
■
双
^
に
お
け
る
主
要
な
i

度 

の
個
々
の
実
態
を
、き
わ
め
て
簡
単
に
で
は
あ
ク
た
が
、明
ら
か
に
し
て
き
た
。
 

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
諸
制
度
は
い
か
'に
相
互
に
関
係
し
合
い
、
位
置
づ
け
合
っ 

て
、
綜
合
制
度
と
し
て
の
労
務
管
理
構
造
を
形
成
し
つ
つ
あ
る
か
、
そ
し
て
そ
：
 

の
場
合
の
構
造
の
特
質
は
ど
こ
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
ま
た
そ
の
構
造 

の
内
包
す
る
矛
盾
.は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
か
、
に
つ
い
て
明
ら
か
.に
し
な
く
て
.
 

は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
本
小
稿
で
は
い
ま
だ
実
態
分
析
が
が
.な
り
不
十
分
で 

あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
き
わ
め
て
軽
い
意
味
で
の
暫
定
的
な
結
び
を
試
み
る
に
'
 

と
ど
ま
る
こ
と
を
^
承
さ
れ
た

.い

.。

注
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K
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収)

は
、
わ
が
国
の
経
営
組
織
の
特
殊
性
々
指
摘
し
て
い
る
。
'

(

3)

パ
労
務
管
理
研
究
会
編「

最
新
労
務
管
理
総
覧」

六
五
五
頁
。

(

4

0
日
経
連「

昇
給
制
度
、
そ
の
理
論
と
実
証
，的
考
察」

，四
三
丨
四
四

(

5
> 

.
松
阪
成
ー
稿「

賃
金
制
度
め
合
理
化
と
資
格
制
度」

(

労
務
研
究
、

:1

九
五
ん

.
一一.

)

、
資
格
制
度
研
究
專
門
委
員
会
.

「

資
格
制
度
の
合
理
的 

ぁ
り
方」

(

労
務
管
理
、
五
ニ
夸)

、
.日
経
速
発
行「

経
営
者」

新
し
い
資

■
.

格
制
度
特
集
号C

I

九
五
七
，•
六)

。

四
、
.
暫
定
的
結
び
ー
戦
後
日
本
型
労
務
管
理

:

の
構
造
に
つ
い
て

以
上

.で
我
々
は
、
昭
和
ニ
十
四
、
.五
年
以
後
開
始
さ
れ
た
日
本
労
務
管
理
の 

戦
後
に
お
け
る
再
編
成
の
実
態
を
、
個
々
の
管
理
制
度
に
つ
い
て
概
観
し
た
の 

で
あ
る

.0

.
し
か
し
本
来
、
労
務
管
理
は
個
.々
の
諸
制
度
の
単
な
る
ょ
せ
集
め
で 

は
な
く
て
、
な
ん
ら
か
；.の
基
準
を
も
っ
て
_

度
を
有
機
的
に
編
成
し
、
構
造 

づ
け
て
い
る
綜
合
制
度
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
戦
後
の
わ
が
国
の
湯
合 

に
は
、
右
で
概
観
し
た
こ
れ
ら
の
諸
制
度
が
、
い
か
な
る
基
準
に
も
と
づ
い
て 

綜
合
化
さ
れ
、
構
造
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
を
見
定
め
る
こ
と
が
、
最
も
重
要
な 

間
題
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

労
務
管
理
は
、
終
局
的
に
は
労
働
能
率
を
労
働
の
侧
面
か
ら
維
持
増
進
す
る 

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
.で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
のi

削
提
条
件
と
な
る
も
の
は 

い
う
ま
で
も
‘な
く
労
働
秩
序
の
確
保
で
あ
る
。
こ
れ
を
他
の
視
角
か
ら
い
え

ば
、.
直

労

働

'最
程
は
社
会
的
労
働
©.
程
と
し
て
の
み
展
購
す
る
こ
と
菸
で 

き
る
.の
で
あ
り
、
こ
の
社
会
的
労
働
過
程
は
、，
資
本
制
度
的
生
産
の
下
で
は
、
：
 

一
方
に
職
能
的
秩
序
と
し
て
編
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、.
他
方
に
そ 

れ
自
体
が
労
資
関
係
的
秩
序
と
し
.て
.表
わ
れ
ざ
る
を
え
な
い
と
こ
ろ
の
も
の
で 

あ
る
。
こ
の
労
働
秩
序
を
基
底
と
し
て
、.
.そ
の
上
に
探
用

•配
置

.

.異
動
の

.

1 

連
の
労
働
能
.力
管
理

.

(

狭
義
の
人
事
管
理)

が
う
ち
立
て
ら
れ
、
こ
.れ
に
よ
っ

.
 

て
直
接
的
労
働
過
程
を
構
成
す
る
生
産
諸
要
素
の1

つ
と
し
て
の
労
働
諸
力
が 

編
成
さ
れ
る
。
ご
の
労
働
諸
力
は
、
生
産
諸
手
段
と
結
合
す
る
ど
と

.

に
よ
っ 

て
ヽ
直
接
的
労
働
過
程
が
は
じ
め
て
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の 

労
働
過
程
で
支
出
さ
れ
る
.労
働
量
の
犬
い
さ
は
、"

一

方
に
労
働
手
段
運
転
の
ス 

ピ
ー
ド
に
か
か
る
と
と
も
に
、
他
方
に
は
.直
接
の
労
働
態
度
に
か
か
っ
て
い 

る
。
.
ま
た
労
働
支
出
に
と
も
な
う
矛
盾
の
発
生
と
し
て
の
労
働
疲
労
を
緩
和 

し
、
支
出
労
働
量
の
歩
留
り
を
向
上
せ
し
め
る
も
の
に
労
働
力
傲
全
の
管
理
が 

あ
る
。
か
く
し
て
、
.労
務
管
理
の
構
造
：は
、
労
働
秩
序
の
確
保
に
関
す
る
^

！
 

社
会
関
係
の
諸
管
理
制
度(

経
常
モ
ラー

ル
形
成
と
、
労
資
関
係
の
管
理)

を 

諶
底
と
し
：て
、
そ

0
上
に
労
働
能
カ
の
諸
管
理
が
定
置
さ
れ
、
こ
れ
を
藤
軸
と 

し
て
、
直
接
的
労
_
態
度
に
関
す
る
諸
管
理(

直
接
的
ィ
ゾ

セ
ン
テ
ィ
ヴ
諸
制

度
と
直
接
的
統
率
の
ft
'
制
度)

と
労
働
力
保
全
管
理
と
が
、
：こ
の
基
軸
の
活
動

.

.

.

.

.

.

. 

-

を
足
進
し
、
支
え
て
い
る
と
い
う
•こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
.に
労
務
管
理
，の 

載
本
構
造
は
、
労
働
秧
序
の
管
理
を
基
底
と
し
、
労
働
能
力
管
理
を
基
軸
と
し 

て
い
る
の
で
'あ
る
か
ら
、
労
働
秩
序
と
労
働
能
力
と
の
性
格
の
特
質
の
い
か
ん 

//
;
?

全
労
務
管
理
構
造
の
性
格
の
特
質
を
決
定
す
る
と
い
つ
て
よ
い
。

戦
後
に
お
け
-る
日
本
労
務
管
理
の
梆
造

こ
れ
を
わ
が
■
の
場
合
に
つ
い
て
見
る
に
、
近
代
的
経
営
の
労
働
秧
序
は
本 

来
、
•職
能
的
秩
序
が
基
幹
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
戦
前
の
わ
が
国
で
は
職
能
分 

化
め
未
成
熟
に
よ
る
^
^
_限
の
確
定
の
不
十
殳
な
い
し
未
確
定
の
た
め
に
、

;職
錦
秩
序
が
き
.わ
め
.て
脆
弱
：で
あ
り
、
こ
れ
を
代
位
補
充
す
ベ
き
も
の
と
し
て
、 

終
身
的
雇
用
敗
態.の
も
.と
に
身
^

-̂*
#
的
^
序
が
^
ぬ
確
立
さ
れ
て
い
た
の 

で
あ
る
。.
.こ
の
終
#
吣
雇
砠
双
_
成
立
の
歴
殳
吣
砠
^
砠
済
的
根
拠
に
づ
い
て 

は
、
こ
の
小
稿'で
は
省
略
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
ノー

 
言
で
要
約
す
れ
ば
、
統
一 

的
労
働
市
場
の
欠
如
と
低
賃
金
制
度
と
の
も
と
に
お
い
て
、
技
能
の
#
ぼ
と
技 

能
労
働
力
確
保
の
制
度
之
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
と
い
ぅ
こ
と
が
で
き
る
。
か 

く
し
て
こ
の
.形
態
の
も
と
で
の
、

：

身
分
的
古
参
的
労
働
秩
序

——

そ
れ
は
ア
ジ 

ア
的
な
経
営
家
父
長
主
義
ィ
デ
ォ
ロ
ギ

__

を
^
ま
す
る
：

_
_
--

を
管
理
制
度
的
に 

支
え
て
い
る
も
办
こ
そ
、
階
層
盼
身
分
制
度

(

社H

員
制
、
職
員
雇
員
制
度
、 

エ
4

職
長
、
祖
長
制
度
等

)

.と
定
期
昇
給
制
度
と
で
あ
っ
た
。

.右
の
戦
前
の
制
度
は
、
敗
戦
直
後
の
民
主
化
の
迫
進
に
よ
っ
て
、
.か
な
り
の 

企
業
に
お
い
て
半
ば
崩
壊
し
、
'新
し
い
経
！
^

働
秩
序
と
し
て
の
職
能
的
秩
序 

，
の

形

成

が

1

応
課
題
と
な
.
'った
の
で
.あ
る
が(

職
務
権
限
の
明
確
化
と
職
務
分 

類
秧
序

"
職
階
制)

、

こ
れ
は
.前
述
し
た
よ
ぅ
に
'や
が
て「

新
し
い」

度
と
定
期
昇
給
制
度
に
再
1

さ
れ
た

§
で
あ
る

.°

.

.すな
わ
ち
そ
れ
は
、
職
務 

分
類
、

Jl
^
if
価
、，
人
*
考
課
な
ど
の
近
代
的
管
理
技
術
を
修
正
的
に
と
り
入 

.れ
る

.こ
'、を
に
よ
っ
て
、.
形
式
的
に
、L
フ
ァ
ィ
.ン
さ
れ
た
終
身
屉
用
的
古
参
秩
序 

で
あ
る
と
い
ぅ
こ
と
が
で
き
る
。

•

次
に
労
働
能
力
管
理
で
あ
る
が
、
近
代
的
労
務
管
理
で
は
こ
れ
.の
管
理
諸
制

. 

. 

一

三(

六
八
五)



度
全
体
に
、1

定
の
共
通
的
基
準
を
提
供
す
る
も
の
と
し
.て
、職
務分

析
-
-
#

務 

記

馨

制

度

が

>
.ら
れ
る
こ
と
ば
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
士
办
る
む
わ
成
国 

で
は
r

i
大
企
業
に
杓
い
て
は
職
務
分
析
の
i

が
あ
る
程
度
発
達
し
た
に

'
 

も
か
か
：わ
ら
ず
、
そ
の
成
果
を
採
用

，
S

 •
教
育
訓
練
の
諸
管
理
と
結
合
す 

る
こ
と
が
で
ち
な
が
つ
だ

-と
は
、、
さ
き
の
：‘分
析
で
指
摘
し
た
と

-ろ
で
あ
、
 

る
。
>」

れ
は
金
労
務
管
理
の
蕋
底
'で
あ
る
労
働
秧
序
が
、
職
能
秩
序
に
^
1
1成

.
 

さ
れ
え
.な
か
.っ
た
こ
ど
か
ら
く
命
必
^

制̂
約
に
：よ
る
も
の
で
あ
る
0

そ
し 

て
、
採
用
；«
#進
'
:教
育
訓
練
の
諸
管
理
に
新
し
い
.近
代
的
諸
技
術
が
導
入
さ 

れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
例
え
ば
採
用
に
お
い
て
面
接
カ
法
の
^

が̂
最
も
⑥ 

み
、
こ
れ
に
よ
？
て
■

秩
^
:に
照
^
す
る
採
用
方
法
と
し
て
よ
り
も
、
む
し 

.ろ
階
層
的
人
的
秧
序
に
照
応
ず
る
採
用
方
法
の
リ
フ
ァ
.ィ
ン
.さ
れ

た

技

術

に

.
転
 

化
し
た
の
で
あ
る
。
：
：
.
;
' 

•

.こ
の
よ
ぅ
に
.、
基
底
と
し
て
の
労
働
秩
序
の
®

化
の
未
成
熟
は
、
免
働
能 

力
の
諸
管
理
の
敗
式
的
技
術
的
発
達
に
も
か
.が
わ
ら
ず
、
.本
質
的
な
近
代
化
を

.
 

制
約
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
労
働
能
カ
の
高
度
化
を
制
約
せ
ざ
が
を
：え
な
い
タ. 

こ
の
よ
ぅ
な
条
件
下
.で
の
労
働
能
率
の
増
進
の
方
法
は
、
労
働
力
管
理
：の
高
度 

化
よ
り
も
、
。む
し
ろ
必
i

に
労
働
態
度
の
緊
張
化
に
向
け
ら
れ
ざ
る
を
え
な 

い
の
で
あ
っ
て
、
戦
後
日
本
労
務
管
理
.の「

近
代
化
：

J

は
、
主
と
し
，て
こ
の
面

.
 

の
強
化
の
た
め
の
近
代
的
管
理
技
術
の
簽
達
と
い
ぅ
形
を
と
っ
て
罾
_
さ

れ

た

’
 

と
い
っ
て
差
支
え
な
か
ろ
}
。
.例
え
ば
、.
欧
米
忆
お
け
る
人
事
考
課
技
術
の
発 

達
杖
、
主
と
し
て
璐
爾
蕋
準
と
の
関
連
に
ぉ
ぃ
て
配
置
:*
昇
進
等
の
職
能
秩
序

一

四(

六
<
六)

の
連
用
技
術
と
しV

進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
わ
が
国
で
は
、
こ
の
同
じ
近 

■代
的
人
事
考
課
技
術
が
再
編
成
さ
れ
、
：終
身
屜
用
的
古
参
秧
序
の
茭
柱
で
あ
.る 

,定
期
昇
給
や
、
標
準
の
.か
い
イ
ン
セ
ン
テ
之
ヴ
制
度
と
し
て
の
加
給
や
賞
与
の 

査
定
の
だ
：め
の「

新
し
.い
1_
-技
術
に
韻
化
さ
れ
'て
い
る
の
で
あ
る
。

t

^

T

W

I

 

も
、
職
務
基
攀
の
欠
如
か
ら
、
.古
い
人
間
関
係
の
確
保
の
技
術
に
転
化
し
て
い 

る
面
が
多
い
と
い
.わ
ざ
る
を

%.
-
な
い
。厂

■■
こ
れ
を
要
す
る
に
、
戦
後
日
本
労
務
管
理
の
再
編
成
は
、
た
し
か
に
阃
々
.の 

管
理
諸
制
度
に
つ
い
て
、
ァ
メ
リ
力
的
方
法
を
導
入
実
施
し
、
そ
の
.限
り
で
近 

代
的
形
態
を
と
る

に

い
た
ゥ
た
点
は
少
な
く
尨
.い
。.
し
か
し
全
労
務
管
理
構
造 

の
基
底
と
な
る
べ
き
経
営
労
働
秩
序
は
、
労
働
組
合
の
発
達
と
民
主
的
手
続
と 

.の
発
達
に
ょ
っ
て
、
旧
来
の
専
制
的
関
係
は
一
应
解
体
せ
し
め
ら
れ
，た
と
は
い 

え
、，
終
身
雇
用
に
も
と
づ
く
古
参
秩
序
に
ょ
っ
て
■

秩
序
の
脆
弱
性
を
代
位 

補
充
し
て
い
る
関
係
は
、
職
㈱
^
^
の
若
干
の
比
重
の
增
加
が
見
ら
れ
つ
つ
あ 

る
と
は
い
え
、

依
然
本
質
的
に
は
解
体
し
て
お
ら
な
い
た
め
に
.、

こ
れ
ら
の 

J

近
代
的」

.

」

諸
管
理
技
術
は
.か
か
る
旧
来
の
経
f

働

秩

序

を

.
基

底

と

す

る

労
 

務
管
理
構
造
の
.な
か
.に
吸
着
さ
れ
、
か
え
っ
て
そ
れ
を
技
術
的
に
精
巧
化
ず
る 

役
割
を
果
し
つ
つ
あ
る
と
.い
ぅ
こ
と
が
で
ぎ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
面
こ
れ 

ら
の
個
々
：の
諸
管
理
技
術
の「

近
代
性」

と
、
構

造

の「

非
近
代
性」

と
は
、
 

本
来
的
に
は
矛
盾
を
孕
ん
.で
い
る
.
.こと
も
避
け
ら
れ
な
い
の
.で
あ
っ
て
、
こ
の 

矛
盾
の
面
が
い
か
.に
く

り

ひ
ろ
げ
ら
れ
づ
つ
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
次
の
機
会 

に
期
ら
か
忆
し
た
い
と
思
う
0 

•

ー
八
三
ニ
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の
選
挙
法
改
正
の
歴
史
的
意
義
ぐ
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-チ
ャ
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一
、
議
会
改
革
運
動
の
政
治
的
経
済
的
背
景
，

ニ
、
中
産
階
級
と
労
働
者
階
級
と
.の
政
治
的
同
盟 

三
、.

一
八
三
ニ
年
の
選
挙
法
改
正
の
結
果
.
 

—

~

穷
働
者
階
級
の
.

幻
滅
^—

I

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
政
治
的
改
革
運
動
の
歴
史
は
き
わ
め
て
古
く
、

•

そ
の
主 

流
は
十
八
世
紀
の
後
半
に
ま
で
さ
か
の
ぽ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ジ
ョ
ン
•
ゥ
ィ 

ル
ク
ス(John ^Wilkes)

は
、
#:
命

的

民

主

主
！
！

者
と
し
て
、
ニ

七
六
〇
年 

代
か
ら一

七
七
〇
年
代
に
か
け
て
民
主
主
義
連
動
を
i

し
、
,ト
ー
リ

I
党
の 

腐
敗
■

を
は
げ
し
ぐ
非
難
す
る
と
と
も
に
、
.国
王
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
に
よ
.る
政 

治
的
な
千
渉
に
た
い
し
て
抗
議
し
た
。
.要
す
る
に
彼
は
、当
時
の
議
会
政
治
が
、
 

特
権
的
な
地
主
や
保
守
主
義
者
に
よ
っ
て
ほ
し
い
ま
ま
に
行
わ
れ
、
民
衆
の
意 

思
を
代
表
し
て
い
な
い
と
こ
.ろ
か
ら
、
こ
の
よ
ぅ
な
腐
敗
し
た
^

^

度
を
改 

正
し
て
、
宜
し
く
民
主
的
な
議
会
制
度
を
建
設
す
べ
し
と
し
て
、
議
席
の
再
分

一
八11

三

.年
の
選
挙
法
改
芷
の
歴
史
的
意
義

’ 

,

'
配
を
要
求
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ゥ
ィ
ル
ク
ス
の
こ
の
主
張
は
、
産
業
革
命
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
、
そ
の
生 

活
の
®
盤
.を
う
ば
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
独
立
小
生

§
»

が

、

日
々
た
か
ま
っ
て 

ゆ
く
物
価
、
増
大
す
シ
税
金
な
ど
に
た
い
す
る
不
満
の
は
け
ロ
と
し
て
、
ひ
ろ 

く
大
衆
の
支
持
を
え
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
ト
ー
リ
ー
党
の
特
権 

的
腐
敗
政
治
に
た
い
冲
る
不
満
は
、
.ひ
と
り
庶
民
階
級
の
み
な
ら
ず
、
当
時
勃 

'

興
の
途
上
に
あ
っ
た
産I

W

本
家
階
級
に
と
っ
て
も
㈣

#で
は
な
か
っ
た
。
産 

業
革
命
の
嵐
と
熱
狂
の
な
か
に
、
営
々
と
し
て
巨
万
の
富
を
つ
ん
だ
と
れ
ら
産 

業
の
将
帥
た
ち
'の
な
が
に
は
、
た
と
え
ば
わ
が
口
バ
ー
ト
.
才
丨
工
ン
の
よ
う 

.に
、
無
産
階
級
か
ら
身
を
お
，こ
し
、

つ
い
に
^
力
で
大
実
業
家
と
な
っ
た
も
の 

も
あ
ろ
う
し
：、.あ
る
い
■は
ま
.た
、：

デ
.
.丨ヴ
ィ
.ッ
ド
‘
リ
カ

I

Fの
よ

う

に

.
一
介 

.
の
株
屋
か
.ら
出
発
し
て
、
大
金
持
と
な
っ
た
も
の
も
あ
っ
.た
。
そ
の
ほ
か
商
人
-
 

.から遊本家にかったもの

^:
あ
っ
た
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
一
八
三 

〇
年
代
、
産
業
革
命
が
ー
彪
完
成
'1
.て
、

.イ
ギ

リ

ス

資

本

主

義

が

そ

の

軌

道

.に 

'の
り
、
新
興
市
民
階
級
の
経
済
的
社
会
的
な
比
重
が
圧
制
的
増
大
し
て
い
る
に 

■. 

: 

‘ .
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